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１_会場を彩る華やかな浴衣姿／２_
県外からのツアー客や外国人来場者
も多数／３_お気に入りの一杯を探
して追加チケットを求める姿も／４_
会場周辺では子どもから大人まで楽
しめる関連イベントも多数開催／５･
６_家族や友人と乾杯！／７_過去最
高の約7,700人が城下に集い、かつ
てないほどのにぎわいに／８_ワイン
に合うフードの屋台も充実／９_高
校生ボランティアグループの「ジュ
ニアリーダーあすなろ」が、水分補
給も合わせて小児がんの子どもたち
を支援する寄付活動に取り組んだ

　
５
月
10
日
・
11
日
、
上
山
城
周
辺

で
、
日
本
最
大
級
の
ワ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
「
山
形
ワ
イ
ン
バ
ル
２
０
２
５
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
過
去
最
多
の
57
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
市

内
外
か
ら
集
ま
り
、
来
場
者
は
か
み

の
や
ま
ワ
イ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
３

５
０
種
類
以
上
の
ワ
イ
ン
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
は
、「
毎
年
参
加
し
て

い
ま
す
。
各
地
で
行
わ
れ
る
ワ
イ
ン

関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
上
山
の
ワ
イ
ン
バ
ル
は
、
ワ
イ
ン

や
人
の
距
離
が
近
い
こ
と
が
魅
力
で

す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
ほ

し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
」「
初
め
て
参
加

し
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
も
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
人
も
活
気
が
あ
っ
て
楽
し
い

で
す
。
好
み
の
ワ
イ
ン
も
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
友
人
を
誘
っ
て
ま

た
訪
れ
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
知
ら
な
い
ワ
イ
ン
や
ワ
イ
ナ

リ
ー
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
か
み
の
や

ま
を
知
る
場
を
生
む
山
形
ワ
イ
ン
バ

ル
は
、
ま
ち
と
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

で
す
。SUNTORY × 山形ワインバル ボトル to ボトル

飲んで食べて笑って
ワインの郷でまた会う日まで

　山形ワインバルは、飲料メーカー「SUNTORY」と連携し、持続可能な
社会の実現に向け、使用済みペットボトルを飲料用ペットボトルにリサイ
クルする取組を実施しました。会場内に設置されたリサイクルボックスに
は、２日間でおよそ1,000本のペットボトルが集まりました。今後、リサ
イクルボックスは上山城に設置し、再利用されます。
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使用済みペットボトルを新たなペットボトルに

―山形ワインバル2025―
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５
月
５
日
、上
山
藩
鼓
笛
楽
保

存
会（
藤
原 

雪
会
長
）が「
２
０
２

５
大
阪・関
西
万
博
」の
ス
テ
ー
ジ

で
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。陣
羽

織
と
陣
笠
を
身
に
着
け
た
13
人
の

メ
ン
バ
ー
が
篠
笛
と
大
太
鼓
、小

太
鼓
で
出
陣
時
の「
早
足
」、凱
旋

時
の「
遅
足
」、士
気
高
揚
の「
駈

足
」を
演
奏
。笛
の
音
に
惹
か
れ

て
、会
場
に
は
多
く
の
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
保
存
会
メ
ン
バ
ー
は「
国
内
外

の
多
く
の
人
が
耳
を
傾
け
て
く
れ

ま
し
た
。こ
れ
を
機
会
に
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で

す
」と
演
奏
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、山
本
幸
靖
市
長
も
会
場

に
駆
け
つ
け
、保
存
会
の
歴
史
を

紹
介
し
た
ほ
か
、市
の
観
光・特
産

品
な
ど
を
P
Ｒ
。市
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
動
画
も
放
映
し
ま
し
た
。

　
藤
原
会
長
は「
上
山
の
伝
統
文

化
を
世
界
中
の
人
に
ふ
れ
て
も
ら

う
貴
重
な
機
会
で
し
た
。保
存
会

と
し
て
、新
た
な
歴
史
を
刻
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」と
声
を
弾
ま

せ
ま
し
た
。

　
７
月
19
日（
土
）午
後
３
時
か

ら
、武
家
屋
敷「
三
輪
家
」で
万
博

出
演
の
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

 戊辰戦争（1868～1869年）の頃に戦いや訓練の際に演奏されたの
が始まりとされ、昭和48年に上山市無形文化財に指定。現在は25人
のメンバーが活動し、秋の「上山三社みこし行列」などで演奏を披露
している。上山藩は大阪城で徳川家の護衛を勤めるなど、大阪と歴史
的な関わりを持っている。

◆上山藩鼓笛楽保存会

世界に届け、歴史と音色
大阪・関西万博会場で演奏を披露　～上山藩鼓笛楽保存会～
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お
そ
あ
し

あ
し

か
け

　保存会が使用している篠笛の演奏や陣笠、陣羽
織の着用を体験するワークショップを開催。参加者
は、「笛の音を出すのがとても難しかった。衣装を着
るとタイムスリップしたような気分でした」と笑顔で
語りました。 

体験ワークショップ開催TOPIC

13,622 12,675

18,369
15,948

市内宿泊施設（かみのやま温泉＋小倉・坊平ペンション村）

２月１月

8,000人

台湾
香港
中国
タイ
シンガポール
アメリカ
オーストラリア
マレーシア
韓国
イギリス
カナダ
フランス
ベトナム
インドネシア
ドイツ
ロシア
イタリア
フィリピン
スペイン
インド
その他

計

内訳（人）

30,000人

●宿泊者数・客室稼働率 宿泊者 県内 県外

３月 ４月

5,416
6,351

１月 ２月

21,733

4,747

16,986
21,003

3,359

17,644

客室稼働率
56.2％

客室稼働率
65.0％

8,000人

●外国人宿泊者数

30,000人

●宿泊者数 宿泊者 県内 県外

6,74625,206

5,254

19,952
23,724

3,711

20,013

かみのやま温泉（市内旅館）

台湾
香港
中国
タイ
シンガポール
アメリカ
オーストラリア
マレーシア
韓国
イギリス
カナダ
フランス
ベトナム
インドネシア
ロシア
フィリピン
ドイツ
インド
イタリア
スペイン
その他

計

8,539
2,058
1,481
806
450
291
279
246
233
168
107
64
39
38
31
28
27
24
23
22
712

15,666

内訳（人）

5,840

令和７年１月～４月

100％

8,198
1,901
1,336
794
394
256
250
230
228
152
99
59
39
32
26
24
22
22
16
15
646

14,739

２月１月２月１月 ３月 ４月３月 ４月

発信…地域ＤＭＯ（一社）上山市観光物産協会／次回は８月号に掲載予定

vol.10

　
　上山市には、冬季に海外からの観光客（インバウンド）が多く訪れています。特に
樹氷など雪を楽しむ目的で訪れる人が多く、中でも台湾からの旅行者が全体の約５
割を占めています。こうした観光客は、日本の食文化や街並みを楽しみに訪れてい
ます。インバウンドのお客様をしっかり迎えることは、地域のお店や宿の売上アッ
プにもつながります。
　地域の観光振興を担うDMOには、台湾人スタッフも在籍し、現地目線での情報
発信や対応を強化しています。今後も地域の魅力を広く伝え、観光によるにぎわい
づくりを進めていきます。

●外国人宿泊者数

３月 ４月

4,747

客室稼働率
50.4％

3,273

客室稼働率
48.9％

1,259 1,713

令和７年１月～４月

19,972

4,940

15,032 16,155

3,297

12,858

1,365
1,715

冬の上山は海外からも注目されています。
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マド本舗専用
ダ イ ヤ ル0800-800-8320

万
円
万
円

窓の断熱
リフォームは

今
年
が

最
終
年
で
す
！

お
見
逃
し
な
く
！

今年が

チャンス！
50
200最

大

最
大

相当
還元％％

超
大
型
補
助
金
で

上
山
市
の

み
な
さ
ん

株式
会社

窓・扉 専門 店

上山市で　　  1番1番
イチバンイチバン

実績の
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で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　
※
検
針
員
は
、
腕
章
、
身
分

証
を
携
帯
し
ま
す
。

対 
◇
該
当
区
域
…
公
共
下
水
道
お

よ
び
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
事

業
計
画
に
定
め
ら
れ
た
処
理
区
域
以

外
の
区
域
（
供
用
開
始
の
見
込
み
が

当
分
な
い
区
域
を
含
む
）◇
補
助
対

象
…
該
当
地
区
に
合
併
浄
化
槽
を
設

置
す
る
人

　
今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
誰

で
も
、
ど
こ
で
も
、
自
分
ら
し
く
」

で
す
。
自
ら
の
個
性
と
能
力
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

日 
６
月
５
日（
木
）　
※
児
童
手
当

の
現
況
届
は
原
則
不
要
と
な
り
ま
し

た
が
、
届
出
が
必
要
な
人
に
は
現
況

届
を
送
付
し
ま
す
。
６
月
30
日（
月
）

ま
で
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
提
出
く

だ
さ
い
。

日 
６
月
12
日
（
木
）
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分

場 
市
役
所
食
堂
（
地
下
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
に

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
申
請
な
し
で
令
和
８
年
７
月

末
ま
で
使
用
で
き
る「
資
格
確
認
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。（
７
月
予
定
）

　
こ
れ
ま
で
の
健
康
保
険
証
と
同
じ

よ
う
に
、「
資
格
確
認
書
」
で
医
療

機
関
を
受
診
で
き
ま
す
。

　
現
在
発
行
し
て
い
る
「
被
保
険
者

証
」
の
有
効
期
限
は
７
月
末
で
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い

人
に
は
、
令
和
８
年
７
月
末
ま
で
有

効
の
「
資
格
確
認
書
」
を
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
人
に
は
「
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
」
を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま

す
。　
※
申
請
不
要
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
人

で
、
介
護
な
ど
の
た
め
に
「
資
格
確

認
書
」
が
必
要
な
人
は
、
申
請
に
よ

り
交
付
で
き
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日 
７
月
６
日（
日
）午
前
６
時
〜
８
時

場 
須
川
、
前
川
、
八
幡
堂
川
、
荒

町
川
、
河
原
期
川
、
思
川
、
蓬
莱
川
、

柏
木
川
、金
山
川
、菖
蒲
川
、生
居
川
、

濁
川
、
蔵
王
川
、
本
沢
川
、
雨
水
幹

線
な
ど

内 
堤
防
の
草
刈
り
、
ご
み
や
空
き

缶
な
ど
の
収
集

◎
注
意
…
◇
各
地
区
会
長
の
指
示
に

従
い
、
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
十
分

注
意
す
る
◇
刈
っ
た
草
は
集
め
ず
に

そ
の
場
に
置
く
◇
明
ら
か
に
野
鳥
の

生
息
地
と
分
か
る
場
所
の
草
は
刈
ら

な
い
◇
大
勢
の
参
加
者
が
い
る
場
所

で
草
刈
機
を
使
用
し
な
い
◇
河
川
内

（
流
水
域
）
に
入
ら
な
い　
※
け
が

を
し
た
場
合
は
電
話
で
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
令
和
７
年
１
月
〜
令
和
８
年
３
月

に
結
婚
し
た
39
歳
以
下
の
夫
婦
の
住

居
費
や
引
越
し
費
用
（
令
和
７
年
４

月
〜
令
和
８
年
３
月
に
支
出
し
た
も

の
）
を
助
成
し
ま
す
。
対
象
経
費
や

所
得
要
件
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期 
６
月
16
日
（
月
）
〜
令
和
８
年

３
月
31
日
（
火
）　
※
窓
口
に
お
越

し
の
際
は
事
前
に
予
約
く
だ
さ
い
。

　
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
「
は
か

り
」
は
、
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ

ず
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日 
８
月
６
日
（
水
）
〜
８
日
（
金
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

場 
市
役
所
南
側
車
庫
棟
前

　
夏
期
は
暑
さ
対
策
の
た
め
、
朝
晩

に
検
針
に
伺
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　
後
継
者
が
い
な
い
、
事
業

の
後
継
方
法
が
分
か
ら
な
い

な
ど
、
事
業
の
継
続
に
困
っ

て
い
る
人
は
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　
英
語
検
定
受
験
料
補
助
金

制
度
の
利
用
促
進
の
た
め
、

試
験
対
策
講
座
を
実
施
し
ま

す
。　
※
参
加
無
料
。

日 
６
月
28
日
（
土
）
午
前
９

時
〜
正
午

場 
中
部
地
区
公
民
館
会
議
室

１
・
２
、
和
室

講 
英
語
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
A
L
T
（
外
国
語
指

導
助
手
）

対 
市
内
小
中
学
生
で
、
実
用

英
語
技
能
検
定
の
３
級
以
上
を

受
験
予
定
、
ま
た
は
将
来
受

験
を
考
え
て
い
る
人

定 
30
人
程
度

持 
筆
記
用
具
、
内
履
き

申 
　
　
　
　

  

ま
で

メ
ー
ル
か
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら

締 
６
月
16
日（
月
）

日
本
重
粒
子
セ
ン
タ
ー
で
受
け
た
重

粒
子
線
治
療
の
う
ち
、
公
的
医
療
保

険
適
用
外
の
先
進
医
療
に
よ
る
が
ん

治
療

日 
６
月
19
日
（
木
）
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

場  

講　
　

ウ
エ
ル
シ
ア
上
山
弁
天
店
／

同
店
薬
剤
師
・
管
理
栄
養
士

定  

料　
　

先
着
12
人
・
無
料

締 
６
月
12
日
（
木
）

◎
上
山
小
・
南
小
・
宮
川
小
・
中
川

小
学
区

　
８
月
中
旬
に
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
。
８
月
末
ま
で
届
か
な
い
場
合
は

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
知
能
検
査
】
学
区
ご
と
各
校
で
実
施

日 
◇
９
月
９
日
（
火
）
…
中
川
小

学
区
◇
９
月
17
日
（
水
）
…
上
山
小

学
区
◇
９
月
18
日
（
木
）
…
宮
川
小

学
区
◇
９
月
19
日
（
金
）
…
南
小
学

区
、
い
ず
れ
も
午
後

【
健
康
診
断
】
４
学
区
合
同
で
実
施

日 
10
月
16
日
（
木
）
午
後

場 
三
友
エ
ン
ジ
ニ
ア
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー

◎
山
元
地
区

　
山
形
市
か
ら
７
月
下
旬
に
通
知
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

日 
９
月
11
日
（
木
）
午
後

場 
山
形
市
立
本
沢
小
学
校

◎
み
は
ら
し
の
丘
地
区

　
山
形
市
か
ら
７
月
下
旬
に
通
知
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

日 
10
月
９
日
（
木
）
午
後

場 
山
形
市
立
み
は
ら
し
の
丘
小
学
校

内 
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。◇
令
和

６
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
◇
就
労

や
社
会
参
加
な
ど
の
た
め
に
購
入
◇

が
ん
治
療
に
伴
う
脱
毛
ま
た
は
乳
房

切
除
に
対
応

【
助
成
額
】◇
医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
…
２

万
円
ま
た
は
購
入
経
費
の
２
分
の
１

の
い
ず
れ
か
低
い
額
◇
乳
房
補
整
具

 

…
１
万
円
ま
た
は
購
入
経
費
の
２
分

の
１
の
い
ず
れ
か
低
い
額

対 
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
…

◇
市
内
に
住
所
が
あ
る
◇
が
ん
と
診

断
さ
れ
、
治
療
を
受
け
て
い
る
、
ま

た
は
、
受
け
て
い
た
◇
が
ん
治
療
に

伴
う
脱
毛
ま
た
は
乳
房
切
除
に
よ

り
、
就
労
や
社
会
参
加
に
支
障
が
あ

る
。
ま
た
は
、
支
障
が
出
る
お
そ
れ

が
あ
り
、
ウ
イ
ッ
グ
・
乳
房
補
整
具

が
必
要
◇
ほ
か
に
同
様
の
公
的
助
成

な
ど
を
受
け
て
い
な
い
◇
過
去
に
同

助
成
を
受
け
て
い
な
い
（
過
去
に
ウ

イ
ッ
グ
の
助
成
を
受
け
て
い
て
も
乳

房
補
整
具
の
助
成
は
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）

　
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
で
月
24
万
歩
以
上
（
５
月
は

16
万
歩
。
１
日
平
均
８
千
歩
）
歩
い

た
人
や
総
合
順
位
な
ど
か
ら
、
抽
選
で

最
大
50
人
に
県
産
品
を
集
め
た
「
カ

タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
」
や
「
山
形
県
の
う

ま
い
も
の
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日 
◇
上
期
…
５
月
10
日
（
土
）
〜

６
月
30
日
（
月
）

◇
下
期
…
10
月

１
日（
水
）
〜
11

月
30
日
（
日
）

　
か
み
の
や
ま
こ
ど
も
食
堂
「
か
え

る
家
」（
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
団
体
）

に
寄
附
し
、
必
要
と
す
る
子
育
て
世

帯
な
ど
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

期 
６
月
23
日
（
月
）
〜
７
月
４
日

（
金
）
い
ず
れ
も
平
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分

場 
◇
子
ど
も
子
育
て
課
（
市
役
所

１
階
⑪
番
窓
口
）◇
市
社
会
福

祉
協
議
会（
南
町
）　
※
直
接
の

持
ち
込
み
も
大
歓
迎
…
か
え
る

家
（
浄
光
寺
☎
６
７
２
・
０
８

１
０
）で
は
、
通
年
で
野
菜
な
ど

の
寄
附
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
受
け
付
け
て
い
る
も
の
…
米

（
玄
米
も
可
）、
乾
麺
、
缶
詰
、

瓶
詰
（
佃
煮
の
り
、
鮭
フ
レ
ー

ク
な
ど
）、
飲
料
、
レ
ト
ル
ト
食

品
、
ル
ー
（
カ
レ
ー
、
シ
チ
ュ
ー

な
ど
）、
調
味
料
（
味
噌
、
醤
油
、

砂
糖
な
ど
）、ギ
フ
ト
パ
ッ
ク（
お

中
元
な
ど
）、
洗
剤
、
シ
ャ
ン

プ
ー
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
、

文
房
具（
鉛
筆
、消
し
ゴ
ム
、ノ
ー

ト
な
ど
）　
※
食
品
は
賞
味
期
限

が
１
か
月
以
上
残
っ
て
お
り
、

常
温
保
存
・
未
開
封
の
も
の
。

日
用
品
は
未
使
用
の
も
の
。

×
受
け
付
け
で
き
な
い
も
の
…

試
供
品
、
化
粧
品
、
製
造
・
販

売
者
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
、

成
分
ま
た
は
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示

が
な
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど

　
訪
問
診
療
や
身
近
な
疾
患
の

エ
ビ
デ
ン
ス
を
話
し
ま
す
。

日 
７
月
12
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
２
時　

場 
上
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
参
加
無
料
・
申
込
不
要
。

まちのイベント・行政情報を
配信中！ごみカレンダーや市
報発行もお知らせ！

●担当／ 上山市観光・ブランド推進課　内線196 友だち登録はこちら▶

　
窓
口
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

市
民
満
足
度
の
向
上
と
、
職
員
の
働

き
方
改
革
の
た
め
、
窓
口
の
受
付
時

間
を
試
験
的
に
短
縮
し
て
い
ま
す
。

　

 

令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

　

 

市
役
所
１
階
窓
口
（
会
計
課
、

市
民
生
活
課
、
健
康
推
進
課
、
税
務

課
、
福
祉
課
、
子
ど
も
子
育
て
課
、

商
工
課
、
観
光
・
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
、

上
下
水
道
課
）

　
◇
受
付
時
間
…
午
前
８
時
45
分
〜

午
後
4
時
30
分　
※
受
付
時
間
以
外

で
対
応
が
必
要
な
人
は
、
各
担
当
課

へ
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
内  

対　
　

照
射
治
療
費
か
ら
先
進
医
療

特
約
保
険
の
給
付
金
な
ど
を
差
し
引

い
た
額
（
上
限
62
万
８
千
円
）
を
助

成
し
ま
す
。
対
象
は
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人
で
す
。

◇
山
形
大
学
医
学
部
東
日
本
重
粒
子

セ
ン
タ
ー
で
重
粒
子
線
が
ん
治
療
を

受
け
て
い
る
◇
が
ん
治
療
の
照
射
治

療
開
始
日
の
１
年
以
上
前
か
ら
市
内

に
住
所
が
あ
る
◇
市
税
な
ど
に
滞
納

が
な
い
◇
世
帯
の
総
所
得
金
額
、
退

職
所
得
金
額
お
よ
び
山
林
所
得
金
額

の
合
計
額
が
６
０
０
万
円
以
下

【
対
象
治
療
】…
山
形
大
学
医
学
部
東

くらしの情報
l i v i n g  i n f o rm a t i o n

新
生
活
を
始
め
る

新
婚
世
帯
を
応
援

水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

申は
か
り
の
定
期
検
査

問

６
月
23
〜
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間

問
市
政
戦
略
課　
内
線
２
２
６

重
粒
子
線
に
よ
る

が
ん
治
療
費
助
成

申
問
健
康
推
進
課　
内
線
１
６
４

申
問
健
康
推
進
課　
内
線
１
６
４

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金

申
問
上
下
水
道
課　
内
線
１
７
７

児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
し
た

問
福
祉
課　
内
線
１
８
８

商
工
課　
内
線
１
８
４

問

献
血
に
協
力
く
だ
さ
い

健
康
推
進
課　
内
線
１
６
４

問

上
山
管
工
事
協
同
組
合

☎
６
７
３
・
３
９
５
４

問

医
師
に
よ
る
健
康
講
座

上
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

丹
治　
☎
６
７
３
・
１
６
８
０

問

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

資
格
確
認
書
の
送
付

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
３
７
・
８
４
・
７
１
０
０

問

や
ま
が
た
健
康
長
寿
日
本
一

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
大
会

県
が
ん
対
策
・
健
康
長
寿
日
本一

推
進
課　
☎
６
３
０
・
２
３
３
７

問 河
川
一
斉
清
掃
に

協
力
く
だ
さ
い

建
設
課（
河
川一斉
清
掃
本
部
）

内
線
４
２
８

問

国
民
健
康
保
険
の

資
格
確
認
書
の
送
付

健
康
推
進
課　
内
線
１
２
１

問

会
社
や
お
店
の

将
来
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

商
工
課　
内
線
１
８
４

問

令
和
８
年
４
月
小
学
校
入
学
児
童
の

知
能
検
査
・
健
康
診
断

学
校
教
育
課　
内
線
３
０
９

問 申
問
健
康
推
進
課　
内
線
１
５
４

骨
粗
鬆
症
予
防

ウ
エ
ル
シ
ア
栄
養
サ
ロ
ン
講
座

か
み
の
や
ま
健
康
ポ
イ
ン
ト
対
象（
20
ポ
イ
ン
ト
）

が
ん
患
者
の
た
め
の

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
・

乳
房
補
整
具
購
入
費
助
成

▲アプリのダウン
ロードはこちら

福
祉
課（
市
役
所
１
階
⑨
番
窓

口
）　
内
線
１
４
７

問
子
ど
も
子
育
て
課　
内
線
１
２
８

募
集

食
品
や
日
用
品
を
お
持
ち

寄
り
く
だ
さ
い

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
子
育
て
応
援

●市役所への問合せは
☎023-672-1111（代表）

　 申込み　　問合せ　　日時　　期間　　場所　　対象
　 内容　　定員　　料金　　講師　　持ち物　　申込締切
申 問 日 期 場 対
内 定 料 講 持 締

対

期

期

場

場

場内 日場 日

日

日

日

場 日

対日

期 日

締 場 日場 日日
講

定
料

内
対

内

問
市
民
生
活
課　
内
線
１
１
３

対 期 市
役
所
１
階
窓
口
の
受
付

時
間
を
短
縮
し
て
い
ま
す

場

場
　
被
災
地
へ
の
あ
た
た
か
い
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

期 
６
月
30
日
（
月
）
ま
で

日
本
赤
十
字
社

ミ
ャ
ン
マ
ー
地
震
救
援
金
の
受
付

福
祉
課　
内
線
１
４
７

問期
場







休日・夜間・時間外の急患はみゆき会病院（☎672-8282）へ




